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いてはLeonardoda Vinci (レオナルド・ダ・ヴインチ)の2つのプログラムがあり， 2000年
から2006年は第2次実施期間に当たる。プログラムは中関評髄が各参加国提出の報告を基に行
われる O 後述するように， 2004年にはその中関評価報告書2が欧州委員会から提出されている。
なお，最終報告書は2007年に出される予定である。プログラムは質・量の評価がなされ，その
後の計画の継続等にフィードパックされていくのである。
本稿では，教育プログラムである第2次ソクラテスおよび， 2007年以梓に実施される新たな
プログラムを取り上げ，教育分野のプログラム・アプローチの実施状況と今後の展開から， E 
Uの教育政策がどのように転換しようとしているのか，その方向性を考察するO 実施状況の考
察にあたっては，上記の欧州委員会の中間評価報告書の基になる各国の中間報告書のうち，イ
ギリス3の中間報告書を用いるO 各国の中間報告書は インターネットの欧州委員会のサイド
で公開されているが，報告項告についての株式(統計の有蕪や析出方法等)が統一されていな
いため，各国比較は困難である。そのため，事例としてイギリスの中間報告書をとりあげるこ
ととするO
　　　影漁影影慈1彩㍉〉彩蓼影垂聾難1
2
柿
内
真
紀
：
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
1
．
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
）
の
現
状
（
1
）
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
枠
組
み
　
2
0
0
6
年
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
考
察
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
5
で
触
れ
た
の
で
，
こ
こ
で
は
枠
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。
　
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
，
就
学
前
か
ら
初
等
・
中
等
教
育
を
対
象
と
す
る
C
o
m
e
n
i
u
s
（
コ
メ
ニ
ウ
ス
）
計
画
，
高
等
教
育
を
対
象
と
す
る
E
r
a
s
m
u
s
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）
計
画
，
成
人
教
育
を
対
象
と
す
る
G
r
u
n
d
t
v
i
g
（
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
）
計
画
等
6
，
幅
広
い
行
動
分
野
を
も
つ
。
生
涯
学
習
の
促
進
と
「
知
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
a
E
u
r
o
p
e
o
f
　
k
n
o
w
l
e
d
g
e
）
」
の
構
築
へ
の
援
助
を
基
本
理
念
に
，
①
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
教
育
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
’
デ
イ
メ
ン
シ
ヨ
ン
（
E
u
r
o
p
e
a
n
　
d
i
m
e
n
s
i
o
n
　
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
）
の
強
化
，
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
知
識
の
向
上
，
③
教
育
を
通
じ
た
協
力
と
流
動
1
生
（
m
o
b
i
l
i
t
y
）
の
促
進
④
教
育
に
お
け
る
革
新
の
奨
励
⑤
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
お
け
る
平
等
な
機
会
の
促
進
，
を
具
体
的
な
目
的
に
掲
げ
て
い
る
7
。
予
算
は
7
年
間
で
1
8
億
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
（
約
2
，
6
5
0
億
円
）
，
参
加
国
は
3
1
ヵ
国
8
で
あ
る
。
予
算
配
分
は
，
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
実
施
の
「
決
定
］
（
d
e
c
i
s
i
o
n
）
9
で
，
エ
ラ
ス
ム
ス
に
5
1
％
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
に
2
7
％
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
に
7
％
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
と
示
さ
れ
て
お
り
，
別
稿
1
0
で
も
指
摘
し
た
が
，
高
等
教
育
に
か
な
り
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
は
学
生
と
教
員
の
両
方
を
対
象
と
し
て
お
り
，
特
に
学
生
の
参
加
国
内
に
お
け
る
流
動
性
を
こ
れ
ま
で
格
段
に
高
め
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
さ
ら
な
る
効
果
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
（
2
）
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
に
み
る
実
施
状
況
　
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
の
実
施
の
「
決
定
」
（
1
）
e
c
i
s
i
o
n
　
N
o
．
2
5
3
／
2
0
0
0
／
E
C
）
で
，
2
0
0
3
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
に
参
加
国
は
実
施
中
間
報
告
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
は
，
教
育
技
術
省
（
D
f
E
S
：
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
　
f
o
r
　
E
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
S
k
i
l
l
s
）
に
委
託
さ
れ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
あ
る
S
C
R
E
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
は
，
欧
州
委
員
会
が
各
国
当
局
と
密
接
な
協
力
の
も
と
，
各
国
工
一
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
N
A
s
：
N
a
t
i
o
n
a
l
　
A
g
e
n
c
i
e
s
）
や
テ
ク
ニ
カ
ル
支
援
オ
フ
ィ
ス
（
T
A
O
：
T
e
c
h
n
i
c
a
l
　
A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
　
O
f
a
c
e
）
と
共
に
実
施
し
て
い
る
が
，
実
務
は
N
A
s
が
担
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
，
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
う
ち
，
エ
ラ
ス
ム
ス
（
高
等
教
育
）
は
ケ
ン
ト
大
学
に
お
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
エ
ラ
ス
ム
ス
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
U
K
S
E
C
：
U
K
　
S
O
C
R
A
T
E
S
　
E
r
a
s
m
u
s
　
C
o
u
n
c
i
l
）
が
，
エ
ラ
ス
ム
ス
以
外
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
教
育
・
訓
練
グ
ル
ー
プ
が
N
A
s
に
該
当
す
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
応
募
申
請
は
，
「
脱
中
央
型
」
と
「
中
央
型
」
に
分
け
ら
れ
，
前
者
は
最
終
決
定
を
欧
州
委
員
会
が
行
う
が
，
N
A
s
が
申
請
，
選
抜
，
契
約
手
続
き
の
実
施
責
任
を
持
つ
。
後
者
は
欧
州
委
員
会
が
そ
れ
ら
を
担
う
。
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ
る
欧
州
委
員
会
が
申
請
か
ら
す
べ
て
を
掌
握
し
て
い
た
が
，
参
加
国
内
の
下
部
組
織
（
N
A
s
）
に
権
限
を
委
譲
し
分
権
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
，
各
参
加
国
や
地
域
と
密
着
し
た
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
，
N
A
s
の
役
割
は
単
な
る
中
継
・
連
携
媒
体
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
中
心
の
官
僚
型
に
陥
り
が
ち
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
が
，
よ
り
参
加
国
に
と
っ
て
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
教
育
政
策
の
進
展
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
　
こ
こ
で
は
，
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
う
ち
，
学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
が
読
み
取
れ
る
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
に
焦
点
を
絞
り
，
な
か
で
も
、
「
脱
中
央
型
」
の
応
募
申
請
形
式
を
用
い
，
参
加
国
内
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
校
連
携
を
基
盤
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
：
学
校
間
連
携
」
（
C
o
l
n
e
n
i
u
s
1
：
S
c
h
o
o
l
　
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
）
を
取
り
上
げ
る
。
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
全
体
は
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
」
の
他
に
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
2
：
教
員
養
成
（
現
職
教
員
を
含
む
）
］
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
3
：
コ
メ
ニ
ウ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
3
号
　
2
0
0
7
年
1
月
3
ク
の
構
築
」
の
3
部
門
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
」
は
，
3
ヵ
国
の
3
校
以
上
の
学
校
が
共
通
テ
ー
マ
を
定
め
て
異
な
る
教
科
領
域
間
に
お
い
て
特
に
協
力
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
む
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
S
c
h
o
o
l
　
P
r
o
l
e
c
t
）
」
，
2
ヵ
国
の
2
校
の
学
校
が
外
国
語
を
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
交
換
訪
問
も
あ
り
，
1
4
歳
以
上
で
実
施
す
る
「
言
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
L
a
n
g
u
a
g
e
　
P
r
o
l
e
c
t
）
」
，
3
ヵ
国
の
3
つ
以
上
の
学
校
等
が
経
験
を
分
か
ち
合
い
，
教
授
方
法
，
組
織
や
運
営
，
も
し
く
は
共
通
の
テ
ー
マ
（
例
え
ば
校
内
暴
力
へ
の
対
処
，
異
な
る
社
会
的
・
文
化
的
背
景
の
生
徒
た
ち
の
統
合
問
題
な
ど
）
に
つ
い
て
比
較
し
あ
う
「
学
校
発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
S
c
h
o
o
l
　
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
　
P
r
o
l
e
c
t
）
」
の
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成
さ
れ
る
。
応
募
校
は
応
募
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
校
を
見
つ
け
，
テ
ー
マ
を
決
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
を
申
請
し
，
採
用
審
査
を
受
け
る
。
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
，
申
請
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
が
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
，
生
徒
た
ち
の
活
発
な
参
加
を
第
一
に
奨
励
さ
れ
，
参
加
す
る
生
徒
の
う
ち
限
ら
れ
た
数
の
生
徒
が
パ
ー
ト
ナ
ー
校
を
訪
問
す
る
等
，
他
国
へ
行
く
機
会
を
与
え
ら
れ
，
生
徒
は
教
師
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
と
計
画
を
お
こ
な
う
。
　
そ
れ
で
は
，
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
1
1
か
ら
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
］
の
実
施
状
況
に
関
わ
る
主
な
部
分
を
取
り
出
し
て
み
る
。
　
ま
ず
，
申
請
結
果
の
承
認
数
の
傾
向
を
み
て
み
よ
う
。
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
」
の
承
認
数
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
。
承
認
数
は
2
0
0
0
年
：
1
，
0
3
5
，
2
0
0
1
年
：
9
3
5
，
2
0
0
2
年
8
3
5
で
あ
る
1
2
。
報
告
書
で
は
，
承
認
は
パ
ー
ト
ナ
ー
校
の
申
請
も
含
め
て
審
査
さ
れ
る
の
で
，
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
か
ら
の
申
請
だ
け
が
欠
点
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
」
全
体
の
承
認
率
は
2
0
0
0
年
：
9
1
％
，
2
0
0
1
年
：
7
8
％
，
2
0
0
2
年
：
7
8
％
で
，
特
に
申
請
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
約
8
0
％
で
あ
る
1
3
。
2
0
0
6
年
度
の
場
合
，
公
開
さ
れ
た
最
終
決
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
覧
を
基
に
集
計
す
る
と
，
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
承
認
数
は
1
，
1
2
3
，
承
認
率
は
8
6
％
1
4
で
あ
り
，
8
0
％
前
後
を
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会
が
集
約
し
た
中
間
評
価
報
告
書
の
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
承
認
率
は
，
2
0
0
0
年
か
ら
2
0
0
2
年
ま
で
，
そ
れ
ぞ
れ
，
7
0
％
，
7
6
％
，
7
3
％
で
あ
る
1
5
こ
と
か
ら
比
較
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
承
認
率
は
や
や
高
め
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
次
に
，
承
認
さ
れ
た
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
］
の
学
校
種
類
別
内
訳
の
う
ち
，
保
育
園
（
N
u
r
s
e
r
y
s
c
h
o
o
l
s
）
お
よ
び
初
等
学
校
数
（
全
体
に
占
め
る
％
）
は
2
0
0
1
年
：
5
3
0
（
6
1
．
7
％
）
，
2
0
0
2
年
：
4
2
9
（
5
9
．
9
％
）
，
中
等
学
校
数
は
同
じ
く
2
2
1
（
2
5
6
％
）
，
1
9
7
（
2
7
5
％
）
と
な
っ
て
い
る
1
6
。
全
体
か
ら
み
れ
ば
，
初
等
学
校
が
6
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
申
請
数
も
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
　
ま
た
，
質
問
紙
調
査
結
果
1
7
か
ら
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
，
純
粋
に
専
門
的
な
利
点
と
よ
り
全
体
的
な
（
h
o
l
i
s
t
i
c
）
評
価
を
区
別
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
例
と
し
て
，
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
総
体
的
な
精
神
に
，
実
に
実
践
的
な
方
法
で
そ
の
本
当
の
意
味
を
も
た
ら
し
た
。
（
中
略
）
わ
が
校
に
と
っ
て
も
，
ス
タ
ッ
フ
と
生
徒
の
両
方
に
も
し
か
し
た
ら
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
，
学
校
生
活
に
新
し
い
次
元
を
加
え
て
く
れ
た
。
夏
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
が
終
わ
っ
た
後
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
環
は
続
く
だ
ろ
う
。
（
後
略
）
」
と
い
う
，
あ
る
初
等
学
校
の
校
長
の
回
答
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
，
申
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
た
る
焦
点
は
協
力
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
り
，
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
校
）
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
で
あ
る
こ
と
を
引
用
し
な
が
ら
，
中
間
報
告
書
で
は
，
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
」
を
創
り
出
す
過
程
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
，
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
う
結
果
が
明
確
に
出
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
そ
の
質
は
多
様
で
あ
り
，
記
録
に
残
す
価
値
の
あ
る
よ
う
な
実
践
が
あ
っ
て
も
，
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
際
に
参
加
し
て
い
な
い
者
た
ち
に
と
っ
て
，
そ
れ
が
必
ず
し
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
い
る
正
8
。
つ
ま
り
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
の
実
践
か
ら
得
ら
れ
る
方
法
　‖籔蒔
、
鯵］　一灘隠　
4
柿
内
真
紀
：
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
や
単
に
可
視
的
な
ス
キ
ル
等
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
し
た
雰
囲
気
や
士
気
や
経
験
期
間
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
参
加
国
の
提
携
校
と
の
関
係
と
い
っ
た
全
体
的
な
効
果
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
2
）
考
察
　
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
で
は
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
，
質
問
紙
調
査
結
果
か
ら
，
申
請
が
通
過
し
た
回
答
者
の
8
5
％
が
申
請
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
と
し
て
い
る
こ
と
や
，
6
6
％
は
申
請
書
自
体
が
複
雑
す
ぎ
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
，
報
告
書
全
体
の
結
論
部
分
に
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
，
前
述
の
よ
う
に
初
等
学
校
か
ら
の
申
請
割
合
が
高
い
の
は
，
そ
う
い
っ
た
困
難
に
勝
る
効
果
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
は
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，
初
等
学
校
は
，
欧
州
委
員
会
が
提
唱
し
て
い
る
横
断
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
が
よ
り
は
っ
き
り
と
教
科
に
分
か
れ
て
い
る
中
等
学
校
よ
り
も
実
施
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
，
と
し
て
い
る
。
ま
た
，
質
問
紙
調
査
に
お
い
て
も
，
中
等
学
校
の
5
2
％
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
の
難
し
さ
を
挙
げ
て
お
り
，
初
等
学
校
の
1
9
％
に
比
べ
る
と
か
な
り
高
い
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の
点
は
，
ト
ピ
ッ
ク
・
ワ
ー
ク
な
ど
教
科
横
断
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
，
2
0
0
5
年
9
月
の
イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
国
際
教
育
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
は
中
等
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で
初
等
学
校
は
少
な
い
と
の
認
識
が
あ
っ
だ
9
。
実
際
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1
」
の
承
認
数
を
，
公
開
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定
校
一
覧
か
ら
不
明
校
を
除
き
集
計
す
る
と
，
2
0
0
2
年
：
初
等
学
校
4
9
・
中
等
学
校
3
0
，
2
0
0
5
年
：
初
等
学
校
3
0
・
中
等
学
校
2
8
と
，
確
か
に
近
年
，
そ
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
2
0
。
中
間
報
告
書
以
降
，
初
等
学
校
の
参
加
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
か
ど
う
か
，
ま
た
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
，
参
加
国
全
体
の
傾
向
も
含
め
，
2
0
0
7
年
の
最
終
報
告
書
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
，
先
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
国
際
教
育
担
当
者
は
，
初
等
学
校
の
参
加
が
少
な
い
理
由
と
し
て
，
子
ど
も
の
保
護
に
関
す
る
法
2
1
が
子
ど
も
た
ち
を
国
外
に
出
し
に
く
く
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
，
中
等
学
校
の
場
合
も
「
言
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
が
少
な
い
理
由
の
1
つ
に
中
間
報
告
書
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
滞
在
が
伴
う
た
め
，
滞
在
先
で
の
保
護
が
そ
の
要
因
と
な
る
。
加
え
て
，
「
言
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
場
合
，
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
等
学
校
の
生
徒
は
近
年
の
試
験
制
度
改
革
で
，
試
験
を
受
け
る
回
数
が
増
え
，
以
前
よ
り
も
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
点
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
，
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
や
試
験
制
度
，
子
ど
も
の
保
護
　
と
い
っ
た
要
因
が
参
加
申
請
に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
国
に
よ
っ
て
異
な
る
教
育
制
度
等
か
ら
生
じ
る
要
因
が
E
U
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
（
利
用
）
し
や
す
さ
，
し
に
く
さ
に
影
響
を
与
え
る
一
因
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
一
方
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
校
が
学
校
評
価
の
向
上
や
財
源
の
た
め
に
，
戦
略
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
，
イ
ギ
リ
ス
で
は
1
9
8
8
年
の
教
育
改
革
法
以
降
，
市
場
原
理
の
学
校
運
営
へ
の
導
入
が
，
ま
た
近
年
の
中
等
教
育
改
革
で
は
，
多
様
化
と
特
殊
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
，
よ
り
よ
い
学
校
評
価
や
財
源
を
求
め
る
戦
略
の
1
つ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
イ
ギ
リ
ス
の
質
問
紙
調
査
で
は
該
当
項
目
が
な
い
た
め
，
本
稿
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
，
今
後
の
現
地
聞
き
取
り
調
査
等
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
，
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
，
2
0
0
2
年
以
隆
各
学
校
は
「
学
校
計
画
」
を
必
ず
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
，
そ
の
中
に
国
際
化
に
向
け
た
視
点
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
も
そ
れ
に
該
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
3
号
　
2
0
0
7
年
1
月
5
当
す
る
こ
と
か
ら
，
戦
略
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
も
推
察
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
教
師
た
ち
は
学
習
指
導
要
領
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
，
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で
も
あ
る
2
2
が
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
の
デ
ザ
イ
ン
や
実
施
・
評
価
だ
け
で
は
な
く
，
各
国
・
各
校
ご
と
の
教
育
の
情
況
に
沿
っ
た
戦
略
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
も
，
今
後
も
複
数
国
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
2
．
新
た
な
展
開
（
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
か
ら
「
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
0
7
－
2
0
］
3
」
へ
）
（
1
）
中
間
報
告
書
の
提
言
　
前
章
で
取
り
上
げ
た
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
で
は
，
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
行
動
分
野
の
実
践
に
つ
い
て
，
①
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
裂
の
危
機
を
克
服
す
る
こ
と
⊥
②
「
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
提
携
先
が
な
い
学
校
等
や
，
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
学
校
等
の
機
関
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
」
，
③
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
展
開
に
お
け
る
強
力
な
挺
子
と
な
る
方
法
と
し
て
教
師
教
育
に
お
け
る
協
力
を
奨
励
す
る
こ
と
」
，
④
「
教
職
ス
タ
ッ
フ
の
流
動
性
を
促
進
す
る
こ
と
⊥
⑤
「
言
語
学
習
の
奨
励
の
た
め
に
新
し
い
枠
組
み
を
開
発
す
る
こ
と
⊥
⑥
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
言
語
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ス
キ
ー
ム
へ
の
全
参
加
者
に
さ
ら
に
厳
密
な
調
査
手
続
き
を
導
入
す
る
こ
と
」
，
の
6
つ
の
提
言
2
3
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
　
主
眼
を
総
括
す
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
，
新
規
の
参
加
促
進
，
教
師
教
育
お
よ
び
教
職
ス
タ
ッ
フ
の
流
動
性
の
重
視
で
あ
る
。
中
で
も
，
①
と
⑤
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
，
⑤
で
は
リ
ン
グ
ア
計
画
の
消
耗
を
指
摘
し
，
言
語
学
習
の
戦
略
的
目
標
を
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
に
統
合
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
①
は
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
構
造
は
サ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
分
裂
さ
せ
て
お
り
，
必
要
な
共
同
作
業
を
も
た
ら
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
中
間
報
告
書
で
は
，
従
っ
て
，
将
来
的
に
は
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
，
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
的
な
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
を
基
に
，
生
涯
学
習
の
機
会
を
す
べ
て
網
羅
す
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
　
欧
州
委
員
会
で
集
約
さ
れ
た
中
間
評
価
報
告
書
で
も
，
職
業
訓
練
と
教
育
問
の
連
携
の
欠
如
は
2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
造
的
な
弱
点
で
あ
り
，
そ
れ
が
有
用
性
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
は
望
ま
し
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
職
業
訓
練
分
野
を
含
め
た
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
は
，
後
述
す
る
よ
う
に
，
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
後
の
E
U
の
教
育
・
訓
練
分
野
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
現
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
2
）
「
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
0
7
－
2
0
1
3
」
　
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
引
き
継
ぐ
2
0
0
7
～
2
0
1
3
年
の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
欧
州
委
員
会
が
2
0
0
4
年
に
提
案
2
4
し
，
2
0
0
6
年
1
1
月
に
欧
州
議
会
で
承
認
さ
れ
官
報
で
「
決
定
」
2
5
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
，
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
と
職
業
訓
練
分
野
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
統
合
し
た
，
「
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
L
i
f
e
l
o
n
g
　
L
e
a
m
i
n
g
P
r
o
g
r
a
m
m
e
）
2
0
0
7
－
2
0
1
3
］
（
以
下
，
　
L
L
P
）
で
あ
る
。
　
L
L
P
は
，
4
つ
の
サ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
，
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
と
，
サ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
横
断
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
生
涯
学
習
に
関
す
る
政
策
開
発
協
力
，
言
語
学
習
の
促
進
生
涯
学
習
の
た
め
の
情
報
技
術
（
I
C
T
）
ベ
ー
ス
の
内
容
・
サ
ー
ビ
ス
・
教
授
方
法
・
実
践
の
開
発
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
活
動
）
，
そ
し
て
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
わ
る
教
育
訓
練
分
野
に
お
け
る
機
関
等
へ
の
活
動
支
援
）
か
ら
成
る
。
予
算
は
7
年
間
で
6
9
億
7
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
　
（
約
1
兆
円
）
2
6
と
な
っ
て
い
る
。
予
算
配
分
は
，
コ
ヨ　冒冒／ヨ　咳　　鍵　　　
6
柿
内
真
紀
：
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
メ
ニ
ウ
ス
に
1
3
％
，
エ
ラ
ス
ム
ス
に
4
0
％
，
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
2
5
％
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
に
4
％
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
と
示
さ
れ
て
い
る
。
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
同
様
に
，
エ
ラ
ス
ム
ス
の
重
視
傾
向
は
続
い
て
い
る
。
ま
た
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
は
，
配
分
割
合
は
2
7
％
か
ら
1
3
％
に
下
が
っ
て
い
る
が
，
配
分
額
は
倍
増
し
て
い
る
。
参
加
は
，
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
同
様
に
E
U
加
盟
国
の
他
に
も
開
か
れ
て
お
り
，
ス
イ
ス
の
他
，
「
決
定
」
に
は
具
体
的
国
名
で
示
さ
れ
て
い
な
い
が
，
E
F
T
A
（
欧
州
自
由
貿
易
連
合
）
諸
国
や
E
U
加
盟
候
補
国
，
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
2
7
。
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
比
べ
る
と
対
象
国
は
増
加
し
て
い
る
。
　
さ
て
，
「
決
定
」
に
よ
れ
ば
L
L
P
の
総
体
的
な
目
標
は
，
次
世
代
の
た
め
に
環
境
保
護
を
確
実
に
進
め
る
と
同
時
に
，
持
続
可
能
な
経
済
的
発
展
，
よ
り
多
く
の
そ
し
て
よ
り
良
い
職
　
よ
り
大
き
な
社
会
的
結
束
を
伴
う
先
進
的
な
知
識
基
盤
型
社
会
と
し
て
の
「
共
同
体
」
の
発
展
に
，
生
涯
学
習
（
l
i
f
e
l
o
n
g
▲
e
a
r
n
i
n
g
）
を
通
し
て
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
，
質
の
高
い
世
界
の
先
例
と
な
る
よ
う
に
，
「
共
同
体
」
内
の
教
育
と
訓
練
制
度
間
の
相
互
交
流
，
協
力
，
そ
し
て
流
動
性
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
，
次
の
1
1
の
特
定
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
　
a
）
質
の
高
い
生
涯
学
習
の
発
展
に
貢
献
し
，
当
該
分
野
の
制
度
と
実
践
に
お
け
る
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
　
と
革
新
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
　
b
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
涯
学
習
エ
リ
ア
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
　
c
）
加
盟
国
内
の
生
涯
学
習
の
機
会
の
質
魅
力
，
参
加
し
や
す
さ
の
向
上
を
援
助
す
る
こ
と
　
d
）
社
会
的
結
束
，
能
動
的
な
市
民
性
，
異
文
化
間
対
話
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
性
，
個
人
の
達
成
感
を
強
　
　
化
す
る
こ
と
　
e
）
創
造
性
，
競
合
，
雇
用
可
能
性
，
企
業
家
精
神
の
育
成
の
促
進
を
援
助
す
る
こ
と
　
f
）
特
別
な
ニ
ー
ズ
や
不
利
な
条
件
に
お
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
，
社
会
経
済
的
な
背
景
に
関
わ
り
な
　
　
く
，
ど
の
世
代
の
入
々
も
生
涯
学
習
へ
の
参
加
が
増
え
る
よ
う
に
貢
献
す
る
こ
と
　
g
）
言
語
学
習
や
言
語
の
多
様
性
を
促
進
す
る
こ
と
　
h
）
生
涯
学
習
の
革
新
的
な
情
報
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
型
（
I
C
T
－
b
a
s
e
d
）
の
内
容
サ
ー
ビ
ス
，
　
　
教
授
方
法
，
実
践
の
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
　
i
）
人
権
と
民
主
主
義
へ
の
理
解
と
敬
意
を
基
盤
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
性
の
意
識
を
創
り
出
す
こ
と
や
，
　
　
他
の
入
々
や
文
化
へ
の
寛
容
と
敬
意
を
奨
励
す
る
こ
と
に
お
い
て
，
生
涯
学
習
の
果
た
す
役
割
を
強
化
す
　
　
る
こ
と
　
」
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
教
育
と
訓
練
の
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
質
の
保
証
へ
の
協
力
を
促
進
す
　
　
る
こ
と
　
k
）
結
果
と
革
新
的
な
成
果
と
そ
の
過
程
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
，
そ
し
て
，
教
育
と
訓
練
の
質
を
向
　
　
上
さ
せ
る
た
め
に
，
L
L
P
で
行
わ
れ
る
実
践
の
良
い
例
を
交
換
し
あ
う
こ
と
　
以
上
か
ら
は
生
涯
学
習
へ
の
シ
フ
ト
が
わ
か
る
。
E
U
は
1
9
9
6
年
の
「
生
涯
学
習
年
」
以
降
生
涯
学
習
に
政
策
の
重
点
を
お
い
て
い
る
。
2
0
0
1
年
に
は
欧
州
委
員
会
通
達
と
し
て
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
涯
学
習
エ
リ
ア
の
実
現
」
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
上
記
の
特
定
目
標
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
，
L
L
P
が
そ
の
達
成
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
，
E
U
の
抱
え
る
高
齢
化
社
会
や
雇
用
問
題
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
L
L
P
の
応
募
要
項
等
詳
細
は
2
0
0
6
年
1
2
月
後
半
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
異
な
る
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
は
，
こ
れ
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
を
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
，
2
0
0
7
年
に
出
さ
れ
る
予
定
の
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
最
終
評
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
3
号
　
2
0
0
7
年
1
月
7
価
報
告
書
が
比
較
の
視
角
の
1
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
，
次
の
よ
う
な
点
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。
た
と
え
ば
上
述
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
国
際
教
育
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
，
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
な
ど
，
他
主
催
の
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
同
じ
時
期
に
実
施
さ
れ
る
た
め
，
学
校
は
い
つ
も
申
請
準
備
と
選
抜
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
，
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
同
時
期
に
並
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
3
．
結
び
～
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
～
（
1
）
…
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
再
考
　
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
理
念
の
ひ
と
つ
に
，
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
強
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
L
L
P
の
目
標
に
も
引
き
続
き
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
と
は
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
次
元
で
の
教
育
の
展
開
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
，
そ
れ
が
E
U
の
政
策
文
書
で
重
ね
て
提
言
さ
れ
て
い
て
も
，
実
際
に
は
加
盟
国
間
で
は
取
り
組
み
に
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
し
て
比
較
的
後
ろ
向
き
だ
と
言
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
関
連
づ
け
た
教
育
分
野
の
試
み
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
述
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
国
際
教
育
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
，
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
，
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
語
彙
に
な
じ
ん
で
い
る
人
は
少
な
い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
心
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
，
「
関
心
が
あ
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
，
そ
こ
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
2
8
の
方
針
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
，
海
外
と
の
学
校
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
て
も
提
携
先
校
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
参
加
国
の
場
合
も
あ
れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
時
期
は
，
マ
ラ
ウ
イ
が
学
校
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
担
当
者
に
よ
れ
ば
，
政
府
の
方
針
が
学
校
の
提
携
先
を
左
右
す
る
こ
と
は
，
学
校
に
と
っ
て
も
担
当
政
策
部
局
に
と
っ
て
も
問
題
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
点
は
当
然
だ
が
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
関
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
に
も
あ
る
，
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
文
化
的
な
意
図
に
加
え
て
，
政
治
的
・
経
済
的
な
意
図
も
は
た
ら
い
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
か
つ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
侵
略
さ
れ
た
こ
と
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
関
係
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
地
域
（
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
重
視
す
る
E
U
の
政
策
動
向
に
は
，
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
敏
感
で
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
教
育
分
野
に
も
見
ら
れ
て
い
た
2
9
。
し
か
し
，
そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
，
近
年
で
は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
語
が
教
育
分
野
で
も
圏
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
上
述
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
，
E
U
の
政
策
課
題
で
も
あ
る
，
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
性
（
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
）
3
0
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
た
際
に
，
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
，
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
性
（
G
l
o
b
a
l
　
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
）
だ
と
の
答
え
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
動
き
に
，
L
L
P
は
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
（
2
）
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
影
響
　
さ
て
，
E
U
の
政
策
全
体
の
方
向
性
を
眺
め
て
み
る
と
，
こ
こ
数
年
で
は
，
重
要
な
転
換
点
は
リ
ス
ボ
ン
戦
略
（
L
i
s
b
o
n
　
S
t
r
a
t
e
g
y
）
で
あ
る
。
2
0
0
0
年
3
月
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
た
欧
州
理
事
会
で
出
さ
れ
た
経
済
・
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
方
向
性
が
そ
れ
で
あ
る
。
次
の
1
0
年
間
を
念
頭
に
，
よ
り
多
く
の
雇
用
と
強
い
社
会
的
結
束
を
伴
い
，
持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
可
能
に
し
得
る
，
知
識
経
済
・
社
会
へ
の
i　　　｛　　　　｝　鳥］
8
柿
内
真
紀
：
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
移
行
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ボ
ン
戦
略
に
対
応
し
て
，
教
育
・
訓
練
政
策
分
野
で
は
，
欧
州
委
員
会
が
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
と
い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
，
3
つ
の
戦
略
目
標
と
そ
の
下
部
に
1
3
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
，
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
，
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
5
つ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
2
9
の
指
標
（
i
n
d
i
c
a
t
o
r
s
）
を
設
定
し
て
い
る
3
1
。
こ
こ
で
，
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
，
リ
ス
ボ
ン
戦
略
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
，
O
M
C
（
O
p
e
n
　
M
e
t
h
o
d
　
o
f
　
C
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
　
l
裁
量
的
政
策
調
整
）
と
い
う
新
し
い
統
治
の
手
法
で
あ
る
。
リ
ス
ボ
ン
会
議
で
明
示
さ
れ
た
O
M
C
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
3
2
。
　
　
①
短
・
中
・
長
期
設
定
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
，
E
U
の
特
定
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
　
②
世
界
最
善
事
例
に
照
ら
し
つ
つ
，
多
様
な
加
盟
国
・
部
門
の
必
要
に
応
じ
て
，
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
　
　
　
ス
を
比
較
す
る
手
段
と
な
る
，
量
的
・
質
的
指
標
お
よ
び
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
確
立
　
　
③
国
家
間
・
地
域
間
差
を
考
慮
に
入
れ
た
特
定
目
標
の
設
定
と
手
段
の
採
用
を
通
じ
た
，
こ
れ
ら
の
欧
州
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
国
内
・
地
域
政
策
へ
の
翻
訳
　
　
④
相
互
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
構
成
さ
れ
る
，
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
，
評
価
　
ピ
ア
・
レ
ヴ
ュ
ー
　
O
M
C
は
，
主
と
し
て
社
会
政
策
分
野
で
適
用
さ
れ
て
き
た
が
，
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
指
標
に
よ
っ
て
，
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
小
川
（
2
0
0
5
）
が
「
そ
こ
に
あ
る
の
は
，
目
標
の
共
有
と
国
家
間
の
競
争
心
に
よ
っ
て
各
政
府
の
自
発
努
力
を
強
制
し
収
敏
さ
せ
よ
う
と
す
る
“
や
わ
ら
か
な
圧
力
”
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
，
各
国
の
多
様
な
教
育
制
度
の
も
と
共
通
目
標
に
向
か
っ
て
，
法
的
強
制
力
は
な
い
が
，
最
善
の
実
践
を
学
び
あ
い
，
普
及
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
，
ゆ
る
い
縛
り
が
加
盟
国
の
教
育
政
策
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
，
N
o
v
o
a
＆
W
．
d
e
J
o
n
g
－
L
a
m
b
e
r
t
（
2
0
0
3
）
や
E
r
t
l
（
2
0
0
6
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
，
リ
ス
ボ
ン
戦
略
は
，
E
U
の
教
育
政
策
の
1
つ
の
転
換
点
で
も
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
O
M
C
は
，
欧
州
委
員
会
の
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
中
間
評
価
報
告
書
で
も
そ
の
促
進
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
，
上
記
の
L
L
P
の
冒
標
に
も
O
M
C
の
用
語
は
使
用
し
て
い
な
い
が
，
関
連
す
る
意
図
は
特
定
目
標
（
k
）
な
ど
に
読
み
取
れ
る
。
E
U
の
教
育
政
策
に
「
や
わ
か
ら
な
圧
力
」
が
徐
々
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
，
こ
の
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
と
L
L
P
を
関
連
づ
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
，
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
方
向
性
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
に
も
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
，
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
に
関
す
る
共
同
中
間
報
告
書
3
3
に
お
い
て
，
生
涯
学
習
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
，
D
e
h
m
e
l
（
2
0
0
6
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
，
　
L
L
P
に
反
映
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
，
E
r
t
l
（
2
0
0
6
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
，
L
L
P
は
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
指
標
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
］
の
目
標
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
，
加
盟
国
が
L
L
P
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
上
記
の
L
L
P
の
「
決
定
」
で
は
，
欧
州
委
員
会
は
加
盟
国
と
と
も
に
，
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
と
，
他
の
関
連
す
る
「
共
同
体
」
の
政
策
等
と
の
相
補
性
と
一
貫
性
を
，
特
に
文
化
，
メ
デ
ィ
ァ
，
青
年
，
研
究
と
開
発
雇
用
，
資
格
の
承
認
環
境
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
，
確
実
に
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
L
L
P
が
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
0
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
果
た
す
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
役
割
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
3
号
　
2
0
0
7
年
1
月
9
　
以
上
の
よ
う
に
，
E
U
の
競
争
力
を
あ
げ
る
た
め
に
，
高
齢
化
や
雇
用
対
策
と
い
っ
た
問
題
に
対
処
し
つ
つ
，
知
識
基
盤
型
社
会
へ
の
移
行
を
図
る
た
め
に
，
生
涯
学
習
を
ベ
ー
ス
に
し
て
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
間
を
意
識
し
た
教
育
政
策
の
方
向
性
が
強
く
創
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
「
や
わ
ら
か
な
圧
力
」
を
も
か
け
始
め
て
い
る
。
経
済
政
策
の
反
映
を
よ
り
強
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
E
U
の
教
育
政
策
の
転
換
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
E
U
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
加
盟
国
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
国
に
，
規
定
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
規
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
，
た
と
え
ば
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
れ
ば
上
述
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
い
わ
ば
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
た
め
，
い
か
に
効
率
的
で
有
用
性
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
，
手
続
き
か
ら
実
施
に
わ
た
り
提
供
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
E
U
の
補
完
性
の
原
則
所
以
で
も
あ
る
が
，
「
や
わ
ら
か
な
圧
力
」
は
，
そ
の
役
割
を
変
容
さ
せ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拡
大
が
進
む
な
か
で
，
欧
州
委
員
会
と
加
盟
国
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
国
の
関
係
機
潤
と
の
調
整
・
連
携
が
，
補
完
性
の
原
則
を
め
ぐ
る
各
国
の
教
育
政
策
の
政
治
力
学
と
と
も
に
さ
ら
に
大
き
な
課
題
と
な
る
。
特
に
補
完
性
の
原
則
と
上
述
の
O
M
C
に
み
る
「
や
わ
ら
か
な
圧
力
」
の
均
衡
が
各
国
の
教
育
政
策
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
は
，
今
後
最
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
※
本
研
究
は
，
2
0
0
3
－
0
5
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
B
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
化
過
程
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
公
教
育
に
お
け
る
教
育
空
間
次
元
の
変
化
」
（
研
究
代
表
者
）
お
よ
び
，
2
0
0
5
－
0
7
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
B
）
（
一
般
）
「
E
U
加
盟
国
に
お
け
る
統
合
政
策
と
教
育
改
革
の
政
治
力
学
に
関
す
る
比
較
研
究
」
（
研
究
分
担
者
）
に
よ
る
。
（
注
）
1
）
職
業
訓
練
分
野
に
つ
い
て
は
，
1
9
5
7
年
（
発
効
は
1
9
5
8
年
）
の
ロ
ー
マ
条
約
に
示
さ
れ
て
い
た
。
詳
細
は
，
　
　
次
の
先
行
研
究
を
参
照
。
坂
本
（
1
9
9
3
，
2
0
0
4
）
，
澤
野
（
1
9
9
6
，
2
0
0
2
）
，
園
山
（
1
9
9
6
）
，
柿
内
・
園
山
（
1
9
9
8
）
。
2
）
欧
州
委
員
会
は
各
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
（
n
a
t
i
o
n
a
l
　
r
e
p
o
r
t
）
を
集
約
し
て
次
の
中
間
評
価
報
告
書
　
　
を
出
し
て
い
る
。
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
，
　
C
O
M
（
2
0
0
4
）
1
5
3
丘
n
a
l
，
　
I
n
t
e
r
i
m
　
　
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
　
r
e
p
o
r
t
　
o
n
　
t
h
e
　
r
e
s
u
l
t
s
　
a
c
h
i
e
v
e
d
　
a
n
d
　
o
n
　
t
h
e
　
q
u
a
l
i
t
a
t
i
v
e
　
a
n
d
　
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
　
a
s
p
e
c
t
s
　
　
o
f
　
t
h
e
　
i
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
s
e
c
o
n
d
　
p
h
a
s
e
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
m
m
u
n
i
t
y
　
a
c
t
i
o
n
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
i
n
　
t
h
e
　
　
且
e
▲
d
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
‘
S
o
c
r
a
t
e
s
’
　
｛
S
E
C
　
（
2
0
0
4
）
　
2
3
0
｝
3
）
本
稿
で
は
，
イ
ギ
リ
ス
は
連
合
王
国
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
取
り
あ
げ
る
中
間
報
告
書
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
　
　
だ
け
で
は
な
く
，
連
合
王
国
を
構
成
す
る
4
地
域
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
，
ウ
ェ
ー
ル
ズ
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
，
　
　
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
す
べ
て
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
4
）
欧
州
委
員
会
W
e
b
サ
イ
ト
h
t
t
p
：
／
／
e
c
．
e
u
r
o
p
a
．
e
u
／
e
d
u
c
a
t
i
o
n
／
p
r
o
g
r
a
m
m
e
s
／
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
／
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
　
　
＿
e
n
．
h
t
m
l
で
は
，
2
7
ヵ
国
の
報
告
書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
5
）
柿
内
・
園
山
（
2
0
0
5
）
を
参
照
。
6
）
そ
の
他
に
，
言
語
学
習
の
L
i
n
g
u
a
（
リ
ン
グ
ア
）
計
画
，
遠
隔
教
育
・
情
報
教
育
等
の
M
i
n
e
r
v
a
（
ミ
ネ
　
　
ル
ヴ
ァ
）
計
画
な
ど
が
あ
る
。
7
）
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
説
明
し
た
冊
子
：
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
（
2
0
0
2
）
，
3
0
c
r
雄
∫
　
　
E
μ
r
o
ρ
ε
α
η
C
o
η
2
η
2
」
∬
j
o
〃
α
σ
匡
o
η
ρ
r
o
g
r
α
〃
1
η
2
ε
元
7
π
1
1
ε
ヵ
ε
～
4
（
ゾ
α
∫
1
κ
α
τ
j
o
η
2
0
0
0
－
2
0
0
6
　
G
o
τ
ε
w
α
y
τ
o
ε
4
μ
c
砿
j
o
η
　
　
お
よ
び
，
官
報
（
○
駈
i
a
U
皿
m
a
▲
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
決
定
」
：
　
　
1
）
e
c
i
s
i
o
n
　
N
o
　
2
5
3
／
2
0
0
0
／
E
C
　
o
f
　
t
h
e
　
I
⊃
u
r
o
p
e
a
n
　
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
　
a
n
d
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
▲
o
f
　
2
4
　
J
a
n
u
a
r
y
｜1
0
柿
内
真
紀
二
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
　
　
2
0
0
0
，
i
n
ρ
励
c
i
α
〃
o
醐
α
∫
（
～
∫
τ
た
ε
E
L
‘
r
o
ρ
ε
α
〃
c
α
η
〃
7
朋
f
τ
」
θ
ぷ
3
．
2
．
2
0
0
0
を
参
照
。
な
お
，
官
報
は
，
2
0
0
3
　
　
年
2
月
1
日
よ
り
，
”
○
伍
c
i
a
l
　
J
o
u
m
a
l
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
l
n
m
u
n
l
t
i
e
s
”
か
ら
”
○
伍
c
i
a
l
　
J
o
u
m
a
l
　
o
f
　
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
U
n
i
o
n
”
に
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。
8
）
E
U
加
盟
2
5
ヵ
国
，
ル
ー
マ
ニ
ア
，
ブ
ル
ガ
リ
ア
，
ト
ル
コ
，
E
F
T
A
（
欧
州
自
由
貿
易
連
合
）
の
3
ヵ
国
（
ア
　
　
イ
ス
ラ
ン
ド
，
ノ
ル
ウ
ェ
ー
，
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
9
）
E
C
立
法
の
種
類
。
規
則
（
R
e
g
u
ユ
a
t
i
o
n
s
）
，
命
令
（
D
j
r
e
c
t
i
v
e
s
）
，
決
定
（
D
e
c
i
s
i
o
n
s
）
，
勧
告
　
　
（
R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
s
）
及
び
意
見
（
O
p
i
n
i
o
n
s
）
。
こ
の
他
，
共
同
体
条
約
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
形
　
　
式
で
立
法
的
な
行
政
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
，
覚
書
（
M
e
m
o
r
a
n
d
a
）
，
通
知
（
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
）
　
　
が
あ
る
。
「
決
定
」
は
，
名
宛
者
（
加
盟
国
，
個
人
，
企
業
）
を
す
べ
て
の
点
で
拘
束
す
る
。
詳
細
は
，
島
野
・
　
　
岡
村
・
田
中
編
著
（
2
0
0
0
）
『
E
U
入
門
』
を
参
照
。
1
0
）
前
出
，
柿
内
・
園
山
（
2
0
0
5
）
。
1
1
）
前
出
の
欧
州
委
員
会
の
W
e
b
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
報
告
書
は
S
h
o
r
t
　
R
e
p
o
r
t
だ
が
，
こ
こ
で
は
評
　
　
価
報
告
書
作
成
担
当
機
関
（
S
C
R
E
　
C
e
n
t
r
e
）
に
よ
る
F
i
n
a
l
　
R
e
p
o
r
t
が
詳
し
い
の
で
そ
れ
を
用
い
　
　
る
。
T
h
e
　
S
C
R
E
　
C
e
n
t
r
e
，
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
o
f
　
G
l
a
s
g
o
w
（
2
0
0
4
）
，
∫
η
’
ε
r
j
）
η
E
v
α
r
L
妬
i
o
η
（
ゾ
功
¢
5
0
C
R
A
7
五
∫
　
　
P
r
o
8
r
α
m
m
ε
↓
」
π
舵
U
κ
F
i
n
a
l
　
R
e
p
o
r
t
1
2
）
I
b
i
d
．
，
　
A
p
p
e
n
d
i
x
3
－
1
，
3
－
2
1
3
）
　
I
b
i
d
．
，
　
p
．
3
3
1
4
）
C
o
m
e
n
i
u
s
　
l
　
S
e
l
e
c
t
i
o
n
　
R
o
u
n
d
　
2
0
0
6
，
　
F
i
n
a
l
　
R
e
s
u
l
t
s
　
o
f
　
C
o
m
e
n
i
u
s
　
l
　
P
r
o
l
e
c
t
　
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s
　
　
（
S
t
a
g
e
　
2
）
を
用
い
て
集
計
。
こ
の
一
覧
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
担
当
部
局
　
　
の
次
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
h
t
t
p
：
／
／
w
w
w
．
b
r
i
t
s
h
c
o
u
n
c
i
L
o
r
g
／
S
o
c
r
a
t
e
s
－
c
o
m
四
i
u
s
．
h
t
m
1
5
）
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
（
2
0
0
4
）
，
S
E
C
（
2
0
0
4
）
2
3
0
，
C
O
M
M
I
S
S
工
O
N
　
　
S
T
A
F
F
　
W
O
R
K
I
N
G
　
P
A
P
E
R
，
　
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
　
o
n
　
t
h
e
　
i
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
s
e
c
o
n
d
　
p
h
a
s
e
　
o
f
　
t
h
e
　
　
C
o
l
n
r
n
u
n
i
t
y
　
a
c
t
i
o
n
　
p
r
o
g
r
a
l
n
m
e
　
i
n
　
t
h
e
　
f
i
e
l
d
　
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
‘
S
o
c
r
a
t
e
s
’
｛
C
O
M
（
2
0
0
4
）
1
5
3
　
　
負
n
a
l
｝
，
P
．
1
5
1
6
）
o
p
．
c
i
t
．
，
　
T
h
e
　
S
C
R
E
　
C
e
n
t
r
e
，
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
o
f
　
G
l
a
s
g
o
w
（
2
0
0
4
）
，
A
p
p
四
d
i
x
3
－
3
1
7
）
報
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
，
現
在
も
し
く
は
こ
れ
ま
で
に
プ
　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
7
1
3
校
と
，
社
会
経
済
的
背
景
が
参
加
の
有
無
に
与
え
る
影
響
を
　
　
み
る
た
め
に
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
6
5
8
校
に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
回
　
　
収
率
は
前
者
が
4
1
．
6
％
，
後
者
が
3
0
．
4
％
で
，
結
果
と
し
て
社
会
経
済
的
背
景
の
点
か
ら
は
，
両
サ
ン
プ
ル
　
　
聞
に
大
き
な
差
異
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
1
8
）
o
p
．
c
i
t
．
，
　
T
h
e
　
S
C
R
E
　
C
e
n
t
r
e
，
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
o
f
　
G
l
a
s
g
o
w
（
2
0
0
4
）
，
p
p
．
2
3
－
2
4
1
9
）
2
0
0
5
年
9
月
2
8
日
，
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
2
0
）
前
出
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
担
当
部
局
の
次
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
　
　
一
覧
か
ら
，
C
o
m
題
i
u
s
－
1
－
2
0
0
2
，
お
よ
び
F
i
n
a
l
　
S
t
a
t
u
s
　
o
f
　
C
o
m
e
n
i
u
s
　
l
　
P
r
o
j
e
c
t
s
－
2
0
0
5
　
S
e
l
e
c
t
i
o
n
　
　
R
o
u
n
d
を
用
い
て
集
計
。
2
1
）
例
え
ば
，
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
　
o
f
　
C
h
i
l
d
r
e
n
　
A
c
t
　
1
9
9
9
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
　
o
f
　
C
h
i
l
d
r
e
n
　
　
（
S
c
o
t
l
a
n
d
）
A
c
t
　
2
0
0
3
。
2
2
）
2
0
0
5
年
1
2
月
1
2
日
，
フ
ラ
ン
ス
国
民
教
育
省
に
お
け
る
国
際
教
育
担
当
者
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
　
　
て
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
へ
の
参
加
が
少
な
い
理
由
と
し
て
，
学
習
指
導
要
領
の
負
担
，
学
校
計
画
が
未
完
　
　
成
で
あ
る
こ
と
，
教
員
の
異
動
，
申
請
書
の
複
雑
さ
等
を
挙
げ
て
い
た
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
3
号
2
0
0
7
年
1
月
1
1
2
3
）
o
p
c
i
t
．
，
　
T
h
e
　
S
C
R
E
　
C
e
n
t
r
e
，
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
o
f
　
G
l
a
s
g
o
w
（
2
0
0
4
）
，
p
p
．
2
5
－
2
6
2
4
）
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
，
　
C
O
M
（
2
0
0
4
）
4
7
4
6
n
a
l
2
5
）
2
0
0
6
年
1
1
月
1
5
日
に
「
決
定
」
が
出
さ
れ
，
2
4
日
の
官
報
に
示
さ
れ
た
。
効
力
は
2
0
0
6
年
1
2
月
1
4
日
か
ら
　
　
発
す
る
。
1
2
月
後
半
に
こ
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
応
募
要
項
が
出
さ
れ
る
予
定
。
官
報
は
次
の
と
　
　
お
り
。
D
e
c
i
s
i
o
n
　
N
o
　
l
7
2
0
／
2
0
0
6
／
E
C
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
　
a
n
d
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
l
　
o
f
　
1
5
　
　
N
o
v
e
m
b
e
r
　
2
0
0
6
　
e
s
t
a
b
l
i
s
h
i
n
g
　
a
n
　
a
c
t
i
o
n
　
p
r
o
g
r
a
r
n
m
e
　
i
n
　
t
h
e
丘
e
l
d
　
o
f
　
l
i
f
e
l
o
n
g
　
l
e
a
r
n
i
n
g
　
O
が
c
↓
α
1
　
　
J
o
〃
r
n
α
Z
（
ヅ
E
蹴
q
g
¢
α
η
σ
」
π
o
r
1
2
4
．
I
L
2
0
0
6
　
L
3
2
7
／
4
5
2
6
）
当
初
の
予
算
計
上
額
は
約
2
倍
だ
っ
た
が
，
2
0
0
7
年
以
降
の
E
U
全
体
予
算
方
式
の
中
で
減
額
さ
れ
た
よ
　
　
う
で
あ
る
。
2
7
）
2
0
0
7
年
1
月
1
日
に
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
E
U
に
加
盟
す
る
と
加
盟
国
は
2
7
ヵ
国
，
加
盟
候
補
　
　
国
は
3
ヵ
国
（
ク
ロ
ア
チ
ア
，
マ
ケ
ド
ニ
ア
，
ト
ル
コ
）
。
E
F
T
A
諸
国
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
，
リ
ヒ
テ
　
　
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
，
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
あ
る
。
ま
た
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
は
ア
ル
バ
ニ
ア
，
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
　
　
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
，
セ
ル
ビ
ア
，
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
あ
る
。
2
8
）
教
育
分
野
は
分
権
の
対
象
の
た
め
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
議
決
権
を
持
つ
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
　
　
に
よ
っ
て
政
策
は
推
進
さ
れ
る
。
2
9
）
柿
内
・
園
山
（
1
9
9
8
）
で
指
摘
し
て
い
る
。
3
0
）
詳
細
は
，
宮
島
喬
（
2
0
0
4
）
を
参
照
。
3
1
）
詳
細
は
欧
州
委
員
会
の
W
e
b
　
S
i
t
e
（
h
t
t
p
：
／
／
e
c
．
e
u
r
o
p
a
e
u
／
e
d
u
c
a
t
i
o
n
／
p
o
l
i
c
i
e
s
／
2
0
1
0
／
e
t
2
0
1
0
＿
e
n
．
　
　
h
t
m
l
）
．
な
お
，
　
E
d
u
c
a
t
i
o
n
＆
T
r
a
輌
n
i
n
g
　
2
0
1
0
に
関
す
る
日
標
，
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
お
よ
び
指
標
に
つ
い
　
　
て
は
，
園
山
大
祐
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
す
る
教
育
政
策
の
現
状
と
展
開
～
E
U
「
リ
ス
ボ
ン
戦
略
」
　
　
か
ら
～
」
，
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
N
o
．
2
4
，
2
0
0
6
（
近
刊
）
を
参
照
。
3
2
）
小
川
（
2
0
0
5
）
，
5
3
－
5
5
頁
。
原
文
は
，
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
u
n
c
i
l
，
　
P
γ
ε
5
」
4
ε
η
c
y
　
C
o
η
c
Z
μ
∫
f
o
1
1
ぷ
L
i
s
b
o
n
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
　
C
o
u
n
c
i
l
，
2
3
　
a
n
d
　
2
4
　
M
a
r
c
h
　
2
0
0
0
3
3
）
C
o
u
r
l
c
i
l
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
r
l
　
U
n
i
o
n
（
2
0
0
4
）
，
　
‘
E
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
σ
　
：
t
h
e
　
s
u
c
c
e
s
s
　
o
f
　
　
t
h
e
　
L
i
s
b
o
n
　
s
t
r
a
t
e
g
y
　
h
i
n
g
e
s
　
o
n
　
u
r
g
e
n
t
　
r
e
f
o
r
m
s
，
　
J
o
i
n
t
　
i
n
t
e
r
i
m
　
r
e
p
o
r
t
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
l
　
a
n
d
　
　
t
h
e
　
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
n
　
t
h
e
　
i
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
d
e
t
a
i
l
e
d
　
w
o
r
k
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
o
航
h
e
　
f
o
且
o
w
－
u
p
　
　
o
f
　
t
h
e
　
o
b
j
e
c
t
i
v
e
s
　
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
t
r
a
i
n
i
n
g
　
s
y
s
t
e
m
s
　
i
n
　
E
u
r
o
p
e
（
6
9
0
5
／
0
4
　
E
D
て
J
C
　
4
3
）
（
引
用
文
献
一
覧
）
小
川
有
美
（
2
0
0
5
）
，
「
新
し
い
統
治
と
し
て
の
O
M
C
（
開
放
的
協
調
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
す
る
政
党
政
治
一
　
　
あ
い
ま
い
な
制
度
を
求
め
て
？
」
，
中
村
民
雄
編
『
E
U
研
究
の
新
地
平
』
所
収
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
柿
内
真
紀
・
園
山
大
祐
（
2
0
0
5
）
「
E
U
の
教
育
政
策
」
，
『
教
育
政
策
と
政
策
評
価
を
問
う
』
（
日
本
教
育
政
策
　
　
学
会
年
報
第
1
2
号
）
，
日
本
教
育
政
策
学
会
柿
内
真
紀
・
園
山
大
祐
（
1
9
9
8
）
，
「
E
U
の
教
育
に
お
け
る
ヨ
ー
［
コ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
　
　
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
一
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
事
例
を
中
心
に
」
，
『
比
較
教
育
学
研
究
』
，
日
本
比
較
教
　
　
育
学
会
坂
本
昭
（
2
0
0
4
）
，
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
教
育
・
訓
練
政
策
』
，
中
川
書
店
坂
本
昭
（
1
9
9
3
）
，
『
E
C
の
教
育
・
訓
練
政
策
』
，
中
川
書
店
澤
野
由
紀
子
（
2
0
0
2
）
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
涯
学
習
エ
リ
ア
」
を
構
築
へ
，
『
内
外
教
育
』
5
3
3
8
号
1
　凛講影
1
2
柿
内
真
紀
　
E
U
の
教
育
政
策
の
方
向
性
澤
野
由
紀
子
（
1
9
9
6
）
，
「
E
U
に
お
け
る
教
育
改
革
一
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
発
効
後
の
教
育
事
業
の
再
編
」
，
　
　
　
　
『
転
換
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
改
革
を
問
う
』
（
日
本
教
育
政
策
学
会
年
報
第
3
号
）
，
日
本
教
育
政
策
学
会
島
野
卓
爾
・
岡
村
尭
・
田
中
俊
郎
編
著
（
2
0
0
0
）
，
『
E
U
入
門
』
，
有
斐
閣
園
山
大
祐
（
1
9
9
6
）
，
「
E
U
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
に
み
る
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
教
育
」
」
，
『
九
　
　
　
州
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
，
九
州
教
育
学
会
宮
島
喬
（
2
0
0
4
）
，
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
誕
生
～
開
か
れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
へ
』
，
岩
波
新
書
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
l
n
m
u
n
i
t
i
e
s
，
　
C
O
M
（
2
0
0
4
）
1
5
3
6
n
a
l
，
　
I
n
t
e
r
i
m
　
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
　
r
e
p
o
r
t
　
　
　
o
n
　
t
h
e
　
r
e
s
u
l
t
s
　
a
c
h
i
e
v
e
d
　
a
n
d
　
o
n
　
t
h
e
　
q
u
a
U
t
a
t
i
v
e
　
a
n
d
　
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
　
a
s
p
e
c
t
s
　
o
f
　
t
h
e
　
　
　
i
m
p
l
e
m
飽
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
s
e
c
o
n
d
　
p
h
a
s
e
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
m
m
u
n
i
t
y
　
a
c
t
i
o
n
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
i
n
　
t
h
e
五
e
l
d
　
o
f
　
　
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
‘
S
o
c
r
a
t
e
s
’
｛
S
E
C
　
（
2
0
0
4
）
2
3
α
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
飽
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
r
n
画
t
i
e
s
，
　
S
E
C
（
2
0
0
4
）
2
3
0
，
C
O
M
M
I
S
S
I
O
N
　
S
T
A
F
F
　
W
O
R
K
I
N
G
　
　
　
P
A
P
E
R
，
　
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
　
o
n
　
t
h
e
　
i
m
p
l
e
l
n
e
n
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
s
e
c
o
n
d
　
p
h
a
s
e
　
o
f
甑
e
　
C
o
m
l
n
u
n
i
t
y
　
a
c
t
i
o
n
　
　
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
i
n
　
t
h
e
丘
e
l
d
　
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
‘
S
o
c
r
a
t
e
s
’
｛
C
O
M
（
2
0
0
4
）
1
5
3
且
n
a
l
｝
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
由
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
，
　
C
O
M
（
2
0
0
4
）
4
7
4
丘
n
a
l
，
　
P
r
o
p
o
s
a
l
　
f
o
r
　
a
　
D
e
c
i
s
i
o
n
　
o
f
　
　
　
t
h
e
恥
r
o
p
e
a
n
　
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
　
a
n
d
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
l
　
e
s
t
a
b
l
i
s
h
i
n
g
　
a
n
　
i
n
t
e
g
r
a
t
e
d
　
a
c
t
i
o
n
　
p
r
o
g
r
a
r
n
m
e
　
　
　
i
n
　
t
h
e
　
6
e
l
d
　
o
f
　
l
i
f
e
l
o
n
g
　
l
e
a
r
n
i
n
g
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
C
o
m
m
m
i
t
i
e
s
，
　
C
O
M
（
2
0
0
6
）
2
3
6
6
n
a
l
，
　
A
l
n
e
n
d
e
d
　
p
r
o
p
o
s
a
l
　
f
o
r
　
a
　
　
　
D
e
c
i
s
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
　
a
n
d
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
l
　
e
s
t
a
b
l
i
s
h
i
n
g
　
a
n
　
i
n
t
e
g
r
a
t
e
d
　
a
c
t
i
o
n
　
　
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
i
n
　
t
h
e
　
f
i
e
l
d
　
o
f
　
l
i
f
e
l
o
n
g
　
l
e
a
r
n
i
n
g
C
o
u
n
c
i
l
　
o
f
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
n
　
U
n
i
o
n
（
2
0
0
4
）
，
‘
E
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
T
r
a
i
n
i
n
g
　
2
0
1
σ
　
：
t
h
e
　
s
u
c
c
e
s
s
　
o
f
　
t
h
e
　
　
　
L
i
s
b
o
n
　
s
t
r
a
t
e
g
y
　
h
i
n
g
e
s
　
o
n
　
u
r
g
e
n
t
　
r
e
f
o
r
m
s
．
∫
o
i
n
t
　
i
n
t
e
r
i
m
　
r
e
p
o
r
t
　
o
f
　
t
h
e
　
C
o
u
n
c
i
l
　
a
n
d
　
t
h
e
　
　
　
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
o
n
　
t
h
e
　
i
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
　
o
f
　
t
h
e
　
d
e
t
a
i
l
e
d
　
w
o
r
k
　
p
r
o
g
r
a
m
m
e
　
o
n
　
t
h
e
　
f
o
l
l
o
w
－
u
p
　
o
f
　
　
　
t
h
e
　
o
b
j
e
c
t
i
v
e
s
　
o
f
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
t
r
a
i
n
i
n
g
　
s
y
s
t
e
】
迫
s
　
i
n
　
E
u
r
o
p
e
（
6
9
0
5
／
0
4
　
E
D
U
C
　
4
3
）
D
e
h
m
e
l
，
A
（
2
0
0
6
）
，
M
a
k
i
n
g
　
a
臨
r
o
p
e
a
n
　
a
r
e
a
　
o
f
　
l
i
f
e
l
o
n
g
　
l
e
a
m
i
n
g
　
a
　
r
e
a
l
i
t
y
？
S
o
m
e
　
c
r
i
t
i
c
a
l
　
　
　
r
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s
　
o
r
l
　
t
h
e
　
E
u
r
o
p
e
a
r
）
U
n
i
o
n
’
s
l
i
f
e
l
o
r
l
g
　
l
e
a
m
i
n
g
　
p
o
l
i
c
i
e
s
，
　
C
ω
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